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新
・
動
物
愛
護
法
の
成
立
と
「
法
文
化
仮
説
」

動
物
法
に
関
す
る
「
法
文
化
仮
説
」

　
現
在
わ
た
く
し
は
、
動
物
に
関
す
る
内
外
の
法
を
比
較
法
文
化

論
の
立
場
か
ら
検
討
す
る
作
業
を
統
け
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
成

果
は
、
す
で
に
複
数
の
論
稿
で
報
告
し
た
（
青
木
人
志
〔
一
九
九

八
a
〕
〔
一
九
九
八
b
〕
〔
一
九
九
九
a
〕
〔
一
九
九
九
b
〕
〔
一
九

九
九
c
〕
〔
一
九
九
九
d
〕
）
。
動
物
の
問
題
を
と
り
わ
け
詳
し
く

規
定
す
る
欧
米
諸
国
の
法
に
比
べ
る
と
、
わ
が
国
の
動
物
関
連
立

拡
は
保
護
立
法
に
つ
い
て
も
管
理
立
法
に
つ
い
て
も
あ
き
ら
か
に

数
が
少
な
く
、
し
か
も
「
動
物
の
保
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法

律
」
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
五
号
）
に
代
表
さ
れ
る
わ
ず
か

な
立
法
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
活
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い

っ
て
よ
い
。
い
う
た
い
、
欧
米
と
わ
が
国
と
で
、
二
の
よ
う
な
顕

青
　
　
木

人
　
　
志

著
な
違
い
が
生
じ
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
を
ど
う
説

明
し
た
ら
い
い
の
か
。
そ
こ
に
わ
た
く
し
の
問
題
関
心
の
焦
点
が

あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
現
象
を
理
解
す
る
た
め
の
仮
説
と
し
て
、
わ
た
く

し
が
提
唱
し
て
い
る
の
は
、
「
法
文
化
」
と
い
う
概
念
を
用
い
た

説
明
（
ま
た
は
解
釈
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
法
文
化
」
に
は
、

二
重
の
意
味
を
与
え
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
「
法
に
あ
ら
わ
れ
た

文
化
」
と
い
う
意
味
で
、
一
般
的
な
文
化
（
こ
こ
で
は
「
動
物

観
」
）
が
法
に
反
映
し
た
も
の
を
さ
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
「
法
に

つ
い
て
の
文
化
」
と
い
う
意
味
で
、
わ
が
学
界
で
さ
か
ん
に
論
じ

ら
れ
て
き
た
日
本
人
の
法
意
識
、
法
制
度
、
裁
判
所
な
ど
の
法
的

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
、
そ
れ
ら
と
訴
訟
利
用
（
回
避
）
率
の
関

係
、
と
い
っ
た
問
題
と
か
か
わ
る
。
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ま
ず
は
、
動
物
観
の
問
題
に
つ
い
て
の
わ
た
く
し
の
仮
説
は
こ

う
で
あ
る
。
わ
が
国
の
伝
統
的
な
意
識
で
は
、
動
物
と
人
間
は
そ

れ
ぞ
れ
独
自
の
世
界
に
住
む
い
わ
ば
「
隣
人
」
同
士
で
あ
る
。
た

だ
し
、
人
問
と
動
物
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
は
一
部
分
重
な
り
合
い
、

そ
こ
で
は
も
ち
ろ
ん
両
者
の
葛
藤
や
心
の
交
流
が
生
ま
れ
る
。
　
一

方
、
西
洋
的
な
世
界
観
で
は
、
動
物
は
人
問
と
と
も
に
神
が
創
っ

た
「
同
じ
被
造
物
」
（
≦
昼
鶉
0
9
貝
）
で
あ
っ
て
、
し
か
も
聖

書
の
記
述
に
よ
れ
ぱ
、
人
間
は
動
物
を
支
配
・
保
護
す
べ
く
世
界

の
始
ま
り
か
ら
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
世
界
観
の

も
と
で
は
、
動
物
界
は
人
問
界
に
最
初
か
ら
す
っ
ぽ
り
包
み
込
ま

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
（
青
木
人
志
〔
一
九
九
九
a
〕
　
一
九
頁
、

三
四
頁
）
。
便
宜
上
、
本
稿
に
お
い
て
、
目
本
的
な
動
物
観
を
、

新
美
南
吉
氏
の
著
名
な
童
話
の
題
名
を
借
り
て
「
ご
ん
狐
型
」
と

呼
び
、
西
洋
的
な
そ
れ
を
、
「
創
世
記
型
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
ナ
る

と
、
法
は
な
ん
と
い
う
て
も
人
問
界
の
規
範
で
あ
る
か
ら
、
人
問

界
へ
の
動
物
界
の
「
組
み
込
み
」
の
度
合
い
の
相
違
に
応
じ
、

「
創
世
記
型
」
社
会
と
「
ご
ん
狐
型
」
社
会
と
で
は
、
動
物
関
連

法
規
の
生
成
量
も
大
き
く
違
う
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
も
っ
と
も
、
こ
う
い
っ
た
動
物
観
の
相
違
を
指
摘
す
る
だ
け
で

は
、
動
物
法
の
活
用
度
の
著
し
い
相
違
ま
で
は
、
十
分
に
説
明
で

き
な
い
。
そ
こ
に
は
、
法
と
訴
訟
が
積
極
的
に
活
周
さ
れ
る
社
会

で
あ
る
か
と
い
う
問
題
（
第
二
の
意
味
で
の
「
法
文
化
」
の
問

題
）
が
、
ど
う
し
て
も
か
か
わ
っ
て
く
る
。
か
つ
て
野
田
良
之
氏

は
、
日
本
的
訴
訟
観
の
理
念
型
を
「
う
っ
た
え
的
訴
訟
」
、
西
欧

的
な
そ
れ
を
「
ア
ゴ
ン
（
闘
技
）
的
訴
訟
」
と
そ
れ
ぞ
れ
名
づ
け

つ
つ
、
日
本
人
の
「
法
嫌
い
」
と
い
う
特
質
を
繰
り
返
し
指
摘
し

た
（
2
0
3
〔
毒
塞
〕
p
ミ
F
野
囲
良
之
〔
一
九
八
六
〕
）
。
そ
の

後
、
野
田
説
に
対
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
が
提
出
さ
れ
て
い

る
が
、
動
物
法
と
く
に
動
物
虐
待
罪
規
定
の
活
用
度
に
話
を
限
定

す
る
と
、
野
田
氏
の
指
摘
が
、
い
ま
な
お
か
な
り
の
説
得
力
を
も

つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
う
い
っ
た
法
意
識
は
、
ス
ト

レ
ー
ト
に
民
事
訴
訟
率
や
起
訴
率
に
反
映
す
る
わ
け
で
は
な
く
、

そ
こ
に
は
、
「
法
制
度
の
違
い
」
（
こ
れ
は
「
裁
判
所
の
利
用
し
や

す
さ
」
と
密
接
に
か
か
わ
る
）
と
い
う
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
が
介

在
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
動
物
虐
待
罪
に
つ
き

動
物
保
護
団
体
の
「
団
体
私
訴
権
」
が
刑
事
訴
訟
法
上
に
規
定
さ

れ
て
お
り
、
動
物
虐
待
事
例
の
摘
発
と
起
訴
、
さ
ら
に
は
訴
追
手

続
進
行
申
の
動
物
の
保
護
に
関
し
て
保
護
団
体
の
活
動
が
決
定
的

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
法
制
度
を
設

計
す
る
際
に
、
国
家
と
個
人
を
つ
な
ぐ
中
閲
団
体
を
ど
れ
だ
け
信
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頼
し
、
そ
れ
ら
に
法
的
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
権
限
を
ど
れ
だ
け
分

配
す
る
か
と
い
う
、
よ
り
一
般
的
な
問
題
へ
と
連
な
っ
て
ゆ
く

（
青
木
人
志
〔
一
九
九
八
b
〕
二
二
八
頁
）
。
こ
れ
も
ま
た
、
広
い

意
味
で
「
法
に
つ
い
て
の
文
化
」
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。

　
こ
う
い
っ
た
二
重
の
意
味
で
の
「
法
文
化
」
が
、
重
畳
的
に
作

用
し
て
動
物
関
連
法
の
質
と
量
、
さ
ら
に
は
そ
の
活
用
度
を
決
定

づ
け
て
い
る
結
果
、
わ
が
国
の
動
物
関
連
法
規
は
西
洋
文
化
圏
の

法
と
比
較
す
る
と
著
し
く
貧
弱
で
、
し
か
も
ほ
と
ん
ど
活
用
さ
れ

な
い
と
い
う
事
態
が
生
じ
る
。
こ
れ
が
、
動
物
法
に
関
す
る
「
法

文
化
仮
説
」
に
よ
る
、
わ
た
く
し
の
比
較
法
文
化
論
的
な
理
解
で

あ
る
。

　
　
　
二
　
「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」
の

　
　
．
　
　
成
立
と
そ
の
内
容

　
と
こ
ろ
が
、
最
近
、
右
に
述
べ
た
粗
雑
な
仮
説
を
再
検
討
せ
ざ

る
を
え
な
い
事
態
が
虹
じ
た
。
昨
年
末
、
「
動
物
の
保
護
及
び
管

理
に
関
す
る
法
律
」
が
一
部
改
正
さ
れ
、
あ
た
ら
し
い
「
動
物
の

愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」
（
以
下
、
「
新
・
動
物
愛
護
法
」

ま
た
は
「
新
法
」
と
い
う
）
が
成
立
し
た
か
ら
で
あ
る
（
「
動
物

の
保
謹
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
L
平

成
十
一
年
十
二
月
二
十
二
日
法
律
第
二
百
二
十
一
号
。
『
官
報
』

号
外
第
二
百
五
十
二
号
五
頁
）
。

　
本
年
（
二
〇
〇
〇
年
）
十
二
月
に
施
行
が
見
込
ま
れ
る
こ
の
新

法
は
、
旧
法
の
「
一
部
改
正
」
と
い
う
形
を
と
り
、
旧
法
の
枠
組

み
を
基
本
的
に
踏
襲
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
面
目
を
一
新

す
る
重
要
な
改
正
を
い
く
つ
も
含
ん
で
お
り
、
わ
が
動
物
立
法
史

上
、
画
期
的
な
も
の
と
い
う
て
よ
い
。

　
新
法
公
布
か
ら
す
で
に
数
ヶ
月
が
経
ち
、
そ
の
内
容
は
動
物
法

に
関
心
を
も
つ
者
の
間
で
は
周
知
の
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、

本
誌
の
読
者
の
大
多
数
に
は
な
じ
み
が
な
い
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、

今
回
の
改
正
の
要
点
を
ま
ず
は
簡
単
に
確
認
す
る
。

①
法
の
名
称
・
基
本
原
則

　
「
動
物
の
保
護
及
ぴ
管
理
に
関
す
る
法
律
」
と
い
う
名
称
が
、

「
動
物
の
愛
護
及
ぴ
管
理
に
関
す
る
法
律
」
に
変
り
、
基
本
原
則

を
定
め
る
第
二
条
に
お
い
て
は
、
「
命
あ
る
」
動
物
を
み
だ
り
に

殺
傷
し
た
り
せ
ず
、
「
動
物
と
人
間
の
共
生
」
に
配
慮
し
つ
つ
、

動
物
の
習
性
を
考
慮
し
て
適
正
に
取
り
扱
う
べ
き
こ
と
が
、
あ
ら

た
に
規
定
さ
れ
た
。

②
適
正
な
動
物
飼
育
の
た
め
の
飼
い
主
の
責
任
と
地
方
行
政
の
役

〃
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阯
虫
口　
動
物
の
飼
い
主
の
責
任
が
強
調
さ
れ
る
と
同
時
に
、
適
正
な
飼

育
を
実
現
す
る
た
め
の
行
政
の
権
限
が
強
化
さ
れ
た
。

　
動
物
の
所
有
者
又
は
占
有
者
（
以
下
「
飼
い
主
」
と
い
う
）
は
、

そ
の
責
任
を
十
分
白
覚
し
て
適
正
に
飼
養
す
べ
き
で
あ
る
と
同
時

に
、
動
物
に
起
因
す
る
感
染
症
へ
の
知
識
を
も
つ
よ
う
つ
と
め
、

動
物
の
飼
い
主
が
わ
か
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
つ
と
め
る

（
第
五
条
）
。
都
遺
府
県
等
は
犬
ね
こ
の
引
き
取
り
に
あ
た
づ
て
、

犬
ね
こ
の
繁
殖
制
限
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
、
必
要
な
指
導
・
助
言

を
行
う
よ
う
つ
と
め
る
（
第
二
十
条
）
。
地
方
公
共
団
体
は
、
動

物
が
人
に
迷
惑
を
及
ぽ
さ
ぬ
よ
う
、
条
例
に
よ
り
、
動
物
の
飼

養
・
保
管
に
つ
き
飼
い
主
に
対
す
る
指
導
そ
の
他
の
必
要
な
措
置

を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
七
条
）
。
都
道
府
県
知
事
は
、
動

物
の
多
頭
飼
育
に
よ
り
周
辺
の
生
活
環
境
が
損
な
わ
れ
て
い
る
と

き
は
、
当
該
事
態
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め

て
、
必
要
な
措
置
を
と
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
十

五
条
第
一
項
）
。
さ
ら
に
、
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
、
と
く
に
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
期
限
を
定
め
て
改
善
命
令
を
出
す

こ
と
が
で
き
る
（
同
第
二
項
）
。
こ
の
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、

二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
る
（
第
二
十
九
条
第
三
号
）
。

都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
勧
告
・
命
令
に
関
し
、
市
町
村
長
に
必

要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
十
五
条
第
三
項
）
。
地

方
公
共
団
体
は
、
動
物
に
よ
る
人
の
生
命
・
身
体
・
財
産
へ
の
侵

害
を
防
止
す
る
た
め
、
条
例
に
よ
り
、
飼
い
主
が
遵
守
す
べ
き
事

項
を
定
め
、
政
令
に
定
め
る
危
険
動
物
に
つ
い
て
は
、
許
可
制
な

ど
に
よ
り
飼
養
を
制
隈
し
、
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
と
る
よ
う
命

じ
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
そ
の
職
員
に
飼
養
施
設
へ
の
立
入
調
査

を
さ
せ
る
等
、
動
物
の
飼
養
及
び
保
管
に
関
し
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
十
六
条
）
。

③
動
物
取
扱
業
者
の
規
制

　
今
回
、
動
物
取
扱
業
に
対
し
、
法
律
に
よ
る
規
制
が
は
じ
め
て

導
入
さ
れ
た
。
．

　
動
物
（
哺
乳
類
・
鳥
類
・
爬
虫
類
に
限
り
、
畜
産
農
業
に
係
わ

る
も
の
、
試
験
研
究
用
、
生
物
学
的
製
剤
の
製
造
用
、
そ
の
他
政

令
で
定
め
る
用
途
で
飼
養
・
保
管
し
て
い
る
も
の
を
除
く
）
の
飼

養
・
保
管
の
た
め
の
施
設
を
設
置
し
て
動
物
取
扱
業
を
営
も
う
と

す
る
者
は
、
施
設
を
設
置
す
る
事
業
所
ご
と
に
、
総
理
府
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
氏
名
又
は
名
称
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

代
表
者
の
氏
名
、
飼
養
施
設
を
設
置
す
る
事
業
所
の
名
称
及
び
所

在
地
、
主
と
し
て
取
り
扱
う
動
物
の
種
類
及
び
数
、
施
設
の
構
造
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及
び
規
模
、
施
設
の
管
理
の
方
法
、
そ
の
他
総
理
府
令
で
定
め
る

事
項
を
届
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
八
条
第
一
項
）
。
そ
の
際
、

施
設
の
配
置
図
及
び
付
近
の
見
取
り
図
等
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
同
第
二
項
）
。
こ
れ
ら
の
事
項
の
変
更
や
、
相
続
．
合

併
の
際
に
も
、
届
出
が
必
要
に
な
る
（
第
九
条
、
第
十
条
）
。
動

物
取
扱
業
者
は
、
動
物
の
健
康
及
び
安
全
を
保
持
す
る
た
め
に
、

施
設
の
構
造
や
動
物
の
管
理
方
法
に
つ
き
総
理
府
令
に
定
め
る
基

準
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
十
一
条
第
一
項
）
。
都
道

府
県
又
は
政
令
指
定
都
市
は
、
必
要
に
芯
じ
て
条
例
に
よ
り
、
総

理
府
令
の
基
準
に
代
え
て
動
物
取
扱
業
者
が
遵
守
す
べ
き
基
準
を

定
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
第
二
項
）
。
都
道
府
県
知
事
は
、
動

物
取
扱
業
者
が
基
準
を
遵
守
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
期

限
を
定
め
て
改
善
勧
告
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
（
第
十
二
条
第
一

項
）
。
さ
ら
に
、
改
善
勧
告
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
期
隈
を
定
め

て
改
善
命
令
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
（
同
第
二
項
）
。
ま
た
、
都

道
府
県
知
事
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
執
行
に
必
要
な
限
度
で
、
動

物
取
扱
業
者
に
対
し
、
施
設
の
状
況
、
動
物
の
管
理
方
法
そ
の
他

必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
報
告
を
求
め
、
ま
た
は
、
そ
の
職
員
に
、

当
該
施
設
を
有
す
る
事
業
所
そ
の
他
関
係
の
あ
る
場
所
へ
立
入
検

査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
十
三
条
第
一
項
）
。
立
入
検
査
す

る
職
員
は
、
身
分
証
明
書
を
携
帯
・
提
示
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

（
同
第
二
項
）
。
た
だ
し
、
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た

め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
（
同
第
三
項
）
。

都
道
府
県
ま
た
は
政
令
指
定
都
市
は
、
動
物
の
健
康
．
安
全
を
保

持
す
る
の
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
措
置
に

代
え
て
、
動
物
の
飼
養
・
保
管
に
関
し
、
条
例
で
、
特
別
の
規
制

措
置
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
十
四
条
）
。

　
こ
れ
ら
の
諸
規
定
に
対
す
る
違
反
に
つ
い
て
は
、
罰
金
や
過
料

が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
第
十
二
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
（
第

二
十
八
条
）
に
処
さ
れ
、
第
八
条
第
一
項
ま
た
は
第
九
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
屈
出
を
せ
ず
、
ま
た
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者
、

第
士
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
も
し
く
は
虚
偽

の
報
告
を
し
、
ま
た
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、

も
し
く
は
忌
避
し
た
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
（
第
二
十
九

条
第
一
号
、
第
二
号
）
に
処
さ
れ
る
。
法
人
の
代
表
者
ま
た
は
法

人
も
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の

法
人
ま
た
は
人
の
業
務
に
関
し
、
こ
れ
ら
の
違
反
行
為
を
行
っ
た

と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
ま
た
は
人
に
も
各

本
条
の
罰
金
刑
が
科
さ
れ
る
（
第
三
十
条
）
。
ま
た
、
第
九
条
第

〃
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二
項
ま
た
は
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
ま
た

は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
さ
れ

る
（
第
三
十
一
条
）
。

④
動
物
殺
傷
罪
・
虐
待
罪
・
遺
棄
罪
の
拡
大
と
処
罰
の
強
化

　
新
法
は
、
従
来
の
動
物
虐
待
罪
を
「
殺
傷
」
と
「
給
餌
・
給
水

を
し
な
い
等
の
虐
待
」
に
分
け
、
そ
れ
ら
と
動
物
遺
棄
罪
の
対
象

と
な
る
「
愛
護
動
物
」
の
範
囲
を
拡
大
し
、
法
定
刑
を
飛
躍
的
に

引
き
上
げ
た
。

　
「
愛
護
動
物
」
の
な
か
に
、
今
回
は
じ
め
て
「
人
の
占
有
し
て

い
る
爬
虫
類
」
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
範
囲
が
「
牛
、
馬
、
豚
、
め

ん
羊
、
や
ぎ
、
犬
、
ね
こ
、
い
え
う
さ
ぎ
、
鶏
、
い
え
ぱ
と
及
び

あ
ひ
る
」
（
第
二
十
七
条
第
四
項
第
一
号
）
、
お
よ
び
、
「
人
が
占

有
し
て
い
る
動
物
で
哺
乳
類
、
鳥
類
又
は
爬
虫
類
に
属
す
る
も

の
」
（
同
第
二
号
）
と
さ
れ
た
。
そ
れ
を
う
け
て
、
「
愛
護
動
物
を

み
だ
り
に
殺
し
、
又
は
傷
つ
け
た
者
」
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
る
（
第
二
十
七
条
第
一
項
）
。

ま
た
、
「
愛
護
動
物
に
対
し
、
み
だ
り
に
給
餌
又
は
給
水
を
や
め

る
こ
と
に
よ
り
衰
弱
さ
せ
る
等
の
虐
待
を
行
っ
た
者
」
、
お
よ
び
、

「
愛
護
動
物
を
遺
棄
し
た
者
」
は
、
と
も
に
三
十
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
さ
れ
る
（
同
第
二
項
、
第
三
項
）
。
法
人
の
代
表
者
ま
た

は
法
人
も
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、

そ
の
法
人
ま
た
は
人
の
業
務
に
関
し
、
こ
れ
ら
の
違
反
行
為
を
し

た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
ま
た
は
人
に
対

し
て
も
、
各
本
条
の
罰
金
刑
が
科
さ
れ
る
（
第
三
十
条
）
。

⑤
動
物
愛
護
担
当
職
員
・
動
物
愛
謹
推
進
員
・
協
議
会
の
新
設

　
今
回
の
改
正
で
は
、
動
物
愛
護
担
当
職
員
・
動
物
推
進
員
な
ら

び
に
協
議
会
に
つ
い
て
の
規
定
が
新
設
さ
れ
た
。

　
地
方
公
共
団
体
は
、
条
例
に
よ
り
、
第
十
三
条
第
一
項
の
立
入

検
査
、
第
十
六
条
の
立
入
調
査
そ
の
他
の
動
物
愛
護
管
理
事
務
を

行
わ
せ
る
た
め
、
動
物
愛
護
管
理
員
な
ど
の
職
名
の
職
員
（
動
物

愛
護
担
当
職
員
）
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
（
第
十
七
条
第
一
項
）
。

動
物
愛
護
担
当
職
員
に
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
職
員
で
あ
っ

て
、
獣
医
師
な
ど
動
物
の
適
正
な
飼
養
・
保
管
に
関
し
専
門
的
知

識
を
有
す
る
も
の
を
充
て
る
（
同
第
二
項
）
。
ま
た
、
都
道
府
県

知
事
等
は
、
動
物
愛
護
の
推
進
に
熱
意
と
識
見
を
有
す
る
者
の
う

ち
か
ら
、
動
物
愛
護
推
進
員
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
二

十
一
条
第
一
項
）
動
物
愛
護
推
進
員
は
、
動
物
の
愛
護
と
適
正
飼

養
の
た
め
に
、
動
物
愛
護
と
適
正
飼
養
に
つ
き
住
民
の
理
解
を
深

め
る
、
住
民
の
求
め
に
応
じ
て
繁
殖
防
止
手
術
等
に
つ
い
て
助
言

す
る
、
飼
い
主
の
求
め
に
応
じ
て
動
物
に
適
正
な
飼
養
の
機
会
を

〃
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与
え
る
た
め
に
譲
渡
あ
っ
せ
ん
等
の
支
援
を
す
る
、
動
物
愛
護
と

適
正
飼
養
の
推
進
の
た
め
に
国
ま
た
は
都
道
府
県
等
が
行
う
施
策

ピ
協
力
す
る
、
と
い
っ
た
活
動
を
行
う
（
第
二
十
一
条
第
二
項
）
。

さ
ら
に
、
都
道
府
県
等
、
動
物
の
愛
護
を
目
的
と
す
る
公
益
法
人
、

獣
医
師
団
体
そ
の
他
の
動
物
愛
護
と
適
正
飼
養
に
つ
い
て
の
普
及

啓
発
を
行
っ
て
い
る
団
体
等
は
、
当
該
都
道
府
県
等
に
お
け
る
動

物
愛
護
推
進
員
の
委
嘱
の
推
進
、
動
物
愛
護
推
進
員
の
活
動
に
対

す
る
支
援
に
関
し
、
必
要
な
協
議
を
行
う
た
め
の
協
議
会
を
組
織

す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
二
十
二
条
）
。

三

新
一
動
物
愛
護
法
の
比
較
法
的
特
質
と

「
法
文
化
仮
説
」
の
修
正

　
こ
の
よ
う
に
、
新
法
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ザ
ル
法
」
に
近
－
か
っ
た

旧
法
を
大
き
く
改
正
し
、
動
物
の
飼
い
主
の
責
任
を
強
調
す
。
る
と

同
時
に
地
方
行
政
の
権
限
を
強
め
、
さ
ら
に
は
司
法
的
な
制
裁
を

著
し
く
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
動
物
の
保
護
を
実
効
性
あ
る

も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
意
図
が
ど
の
程
度
実
現
す
る

か
は
、
①
新
法
の
内
容
を
補
充
す
る
総
理
府
令
（
二
〇
〇
〇
年
四

月
現
在
、
総
理
府
内
で
作
成
作
業
が
進
行
中
で
あ
る
）
、
な
ら
び

に
、
地
方
白
治
体
の
条
例
（
必
要
に
応
じ
特
別
な
規
制
措
置
を
盛

る
こ
と
も
で
き
る
）
が
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
と
な
る
か
、
②

動
物
愛
護
担
当
職
員
・
動
物
愛
護
推
進
員
・
協
議
会
と
い
う
新
し

い
役
職
と
仕
組
み
を
、
各
自
治
体
が
ど
の
程
度
ま
で
実
際
に
設
置

し
、
ま
た
、
そ
れ
ら
が
ど
の
程
度
機
能
す
る
か
、
③
動
物
殺
傷
・

虐
待
・
遺
棄
罪
の
法
定
刑
の
大
幅
引
き
上
げ
を
う
け
て
、
警
察
お

よ
び
検
察
の
捜
査
・
起
訴
実
務
が
ど
う
変
わ
る
か
、
と
い
っ
た
点

に
・
か
か
づ
て
く
る
。
そ
の
意
味
で
、
新
法
が
ど
こ
ま
で
実
効
性
を

も
つ
か
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　
も
っ
と
も
、
く
ど
い
よ
う
だ
が
、
わ
た
く
し
の
主
た
る
問
題
関

心
は
、
む
し
ろ
冒
頭
に
述
べ
た
「
法
文
化
仮
説
」
を
今
後
も
維
持

で
き
る
・
か
否
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
今
回
の
法
改
正
に
よ
っ
て
わ

が
国
の
動
物
法
が
、
動
物
の
保
護
・
管
理
に
深
く
コ
、
ミ
ッ
ト
す
る

欧
米
型
に
い
く
ぱ
く
か
近
づ
い
た
こ
と
は
、
ど
う
み
て
も
間
違
い

な
い
。
今
後
施
行
さ
れ
る
は
ず
の
総
理
府
令
や
諸
条
例
の
内
容
い

か
ん
に
よ
っ
て
は
、
「
規
定
」
の
レ
ベ
ル
で
は
、
欧
米
型
動
物
法

と
の
相
違
を
強
調
し
す
ぎ
る
こ
と
は
適
当
で
な
く
な
る
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
よ
う
に
、
新
法
の
規
定
を
仔

細
に
な
が
め
る
と
、
そ
こ
に
は
な
お
同
本
法
独
自
の
比
較
法
文
化

論
的
特
質
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
し
、
な
に
よ
り
も
、
新
法
施

行
後
に
そ
の
「
運
用
」
を
相
当
長
期
問
に
わ
た
っ
て
見
極
め
な
い

〃
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と
、
法
文
化
仮
説
の
妥
当
性
（
ま
た
は
不
当
性
）
を
最
終
的
に
検

証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
認
識
に
た
う
て
、

以
下
、
新
法
の
規
定
レ
ベ
ル
で
の
比
較
法
的
特
質
を
確
認
し
、
そ

の
限
度
で
法
文
化
仮
説
を
修
正
す
る
必
要
性
を
検
討
す
る
。

　
欧
米
の
動
物
法
と
対
比
し
て
新
法
に
見
ら
れ
る
規
定
レ
ベ
ル
の

特
質
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
諸
点
が
指
摘
で
き
よ
う
。

①
「
愛
護
」
と
い
う
言
葉
の
特
殊
性

　
新
法
は
、
か
つ
て
の
法
の
名
称
中
に
あ
づ
た
動
物
の
「
保
護
」

と
い
う
言
葉
を
、
わ
ざ
わ
ざ
「
愛
護
」
に
変
更
し
た
。
そ
の
よ
う

な
改
正
が
な
さ
れ
た
実
質
的
な
根
拠
は
、
国
会
の
審
議
が
ほ
と
ん

ど
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
記
録
上
は
不
明
で
あ
る
が
、

も
し
、
新
法
が
動
物
を
「
愛
す
る
こ
と
」
ま
で
命
じ
て
い
る
と
し

た
ら
、
憲
法
上
保
障
さ
れ
た
良
心
の
自
由
と
の
関
係
で
問
題
が
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
「
愛
護
」
と
い
う
言
葉
に
盛
ら
れ
た
中
心
的
な

内
容
は
、
「
動
物
を
虐
待
せ
ず
、
適
正
に
取
扱
う
」
こ
と
で
あ
る

（
第
一
条
）
。
新
法
が
命
じ
て
い
る
の
は
、
良
心
の
領
分
に
属
す
る

「
愛
す
る
こ
と
」
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
に
客
観
化
さ
れ
社
会
化

さ
れ
た
外
部
的
な
行
為
と
し
て
の
「
愛
護
」
で
あ
る
か
ら
、
憲
法

が
保
障
す
る
良
心
の
自
由
と
の
抵
触
は
生
じ
な
い
と
解
さ
れ
る

（
長
尾
美
夏
子
〔
二
〇
〇
〇
〕
三
十
一
頁
を
参
照
）
。

　
た
だ
し
、
比
較
法
文
化
論
の
視
点
か
ら
は
、
わ
が
新
法
が
、
欧

米
の
法
律
に
も
し
ぱ
し
ぱ
使
わ
れ
る
「
保
護
」
（
肩
0
8
0
ま
昌
一

ω
O
巨
冨
）
と
い
う
客
観
主
義
的
な
言
葉
に
代
え
て
、
「
愛
護
」
と

い
う
主
観
的
・
情
緒
的
な
合
み
の
あ
る
言
葉
を
あ
え
て
使
っ
た
こ

と
の
意
味
を
、
あ
ら
た
め
て
問
題
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
じ
つ

は
、
「
愛
護
」
と
い
う
言
葉
は
、
法
律
の
名
称
に
は
入
っ
て
い
な

か
っ
た
と
は
い
え
、
旧
法
の
条
文
の
な
か
で
も
す
で
に
使
わ
れ
て

い
た
。
「
動
物
愛
護
週
間
」
を
定
め
た
第
四
条
の
規
定
が
そ
れ
で

あ
る
。
動
物
愛
護
週
問
は
、
ひ
ろ
く
国
民
の
間
に
「
動
物
の
愛
護

と
適
正
な
飼
養
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
す
る

た
め
」
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
意
義
は
、
わ
た
く
し

の
提
唱
し
て
い
る
法
文
化
仮
説
に
よ
づ
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能

だ
と
恩
う
。
つ
ま
り
、
前
述
の
「
占
こ
ん
狐
型
」
社
会
に
あ
づ
て
は
、

動
物
を
虐
待
せ
ず
適
正
に
飼
養
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
人
間
界
の

「
重
要
な
倫
理
」
も
し
く
は
「
尊
敬
す
べ
き
技
術
」
と
し
て
広
く

承
認
さ
れ
る
た
め
の
基
盤
が
脆
弱
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
、
動
物

の
問
題
へ
の
関
心
を
喚
起
し
啓
蒙
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
も
、

「
隣
人
」
と
し
て
の
動
物
に
対
し
て
は
、
管
理
を
連
想
さ
せ
る

「
保
護
」
よ
り
、
む
し
ろ
「
愛
護
」
と
い
う
言
葉
が
し
っ
く
り
す

る
の
だ
ろ
う
。

必
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②
動
物
取
扱
業
の
範
囲
の
狭
さ

　
新
法
は
動
物
取
扱
業
を
屈
出
制
と
し
、
そ
れ
に
付
随
す
る
行
政

的
・
司
法
的
統
制
手
段
を
あ
ら
た
に
規
定
し
た
。
こ
こ
で
い
う

「
動
物
取
扱
業
」
に
合
ま
れ
る
も
の
と
し
て
念
頭
に
お
か
れ
て
い

る
の
は
、
主
と
し
て
ペ
ッ
ト
業
者
（
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
や
ブ
リ
ー

ダ
ー
）
で
あ
る
。
欧
米
の
法
に
あ
っ
て
は
、
ペ
ッ
ト
業
者
は
許
可

制
の
も
と
、
よ
り
厳
し
く
統
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ

と
の
対
比
で
は
、
わ
が
新
法
は
さ
ほ
ど
厳
し
い
と
は
い
え
な
い
の

だ
が
、
そ
の
こ
と
は
こ
れ
以
上
問
題
に
し
な
い
。
そ
れ
よ
り
む
し

ろ
、
法
文
化
論
の
観
点
か
ら
注
目
す
ぺ
き
は
、
産
業
動
物
を
扱
う

畜
産
農
家
や
養
鶏
業
者
等
、
さ
ら
に
は
、
実
験
動
物
を
扱
う
実
験

施
設
や
実
験
用
動
物
の
供
給
施
設
な
ど
が
、
わ
が
新
法
で
は
明
示

的
に
規
制
の
外
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ペ
ッ
ト
動
物

は
も
ち
ろ
ん
、
産
業
動
物
や
実
験
動
物
の
取
扱
い
に
あ
た
っ
て
も
、

動
物
の
福
祉
の
観
点
か
ら
厳
し
い
規
制
を
加
え
て
い
る
欧
米
の
立

法
例
に
比
ぺ
る
と
、
こ
の
点
が
日
本
法
の
大
き
な
特
質
で
あ
る
と

い
え
る
。

　
産
業
動
物
に
つ
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
例
を
み
る
と
、
た
と
え
ば

ド
イ
ツ
（
以
下
ド
イ
ツ
法
に
つ
い
て
は
■
o
冨
＼
ζ
黒
N
o
q
胃
〔
岩
8
〕

に
よ
る
。
）
に
は
、
一
九
八
七
年
十
二
月
十
日
の
「
鶏
の
飼
育
に

関
す
る
命
令
L
（
豪
…
竃
す
筆
冒
O
q
署
胃
O
『
α
昌
轟
㎏
O
里
」
ω

墨
曽
）
、
一
九
九
四
年
二
月
十
八
日
の
「
豚
の
飼
育
に
関
す
る
命

令
」
（
ω
9
ξ
9
畠
訂
；
…
O
q
署
9
0
『
旨
…
α
q
｝
O
里
」
ω
害
M
、

一
九
九
五
年
八
月
二
日
改
正
ω
o
里
」
ω
；
5
）
、
一
九
九
七
年

十
二
月
二
十
二
日
の
「
子
牛
の
飼
育
に
関
す
る
命
令
」
（
穴
竺
σ
①
7

註
；
冒
o
q
ω
く
實
o
邑
目
冒
⑪
q
ω
o
ω
一
」
ω
ω
竃
o
。
）
、
一
九
九
九
年
六

月
十
一
目
の
「
輸
送
中
の
動
物
の
保
護
に
関
す
る
命
令
」
（
－
①
『
－

8
巨
葦
『
竃
名
o
ユ
く
實
g
o
…
晶
ω
o
里
」
ω
5
彗
）
と
い
っ

た
詳
細
な
法
令
が
あ
い
つ
い
で
制
定
さ
れ
、
産
業
動
物
の
福
祉
に

手
厚
い
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
オ
i
ス
ト
リ
ア
（
以
下

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
つ
い
て
は
宍
凹
＝
き
＼
宍
印
＝
き
＼
Z
o
；
〔
冨
⑩
o
。
〕

に
よ
る
。
）
に
は
、
動
物
の
輸
送
に
関
し
て
、
「
動
物
の
道
路
輸
送

に
関
す
る
連
邦
法
」
（
ヨ
胃
弐
彗
名
O
二
〇
q
①
ω
9
N
一
望
S
霊
■
↓
O
O
〇
一

団
Ω
望
・
z
「
昌
く
冨
竃
）
、
「
動
物
の
航
空
輸
送
に
関
す
る
連
邦

法
」
（
ヨ
胃
旨
竃
名
O
ユ
O
q
9
9
N
－
「
ξ
け
－
↓
O
＝
』
｝
Ω
里
．
Z
「
－
竃
＼

屋
塞
）
、
「
動
物
の
鉄
道
輸
送
に
関
す
る
連
邦
法
」
（
ヨ
雪
弐
彗
ω
l

o
o
二
〇
q
霧
①
s
－
里
ω
①
目
一
量
す
自
白
Ω
ヨ
ω
σ
吋
o
里
．
z
「
お
＼
島
㊤
o
o
）
と

い
う
三
種
の
連
邦
法
と
、
そ
れ
ら
を
補
充
す
る
、
「
輸
送
世
話
人

な
ら
び
に
輸
送
監
督
人
の
育
成
と
知
識
に
関
す
る
公
共
経
済
交
通

大
臣
の
命
令
」
（
｝
Ω
里
、
Z
「
亀
ミ
ε
旨
）
、
「
動
物
の
遺
路
輸
送

κ
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の
た
め
の
輸
送
証
明
書
に
関
す
る
公
共
経
済
交
通
大
臣
の
命
令
L

（
ω
o
里
・
z
「
竃
⑩
＼
屋
竃
）
、
「
動
物
の
道
路
輸
送
に
際
し
て
の
動
物

の
世
話
に
関
す
る
公
共
経
済
交
通
大
臣
の
命
令
」
（
－
O
望
．
Z
「
仁

き
＼
；
害
）
、
「
動
物
輸
送
用
の
車
両
な
ら
び
に
コ
ン
テ
ナ
の
設
備

と
性
質
に
関
す
る
連
邦
科
学
交
通
芸
術
大
臣
の
命
令
」
（
｝
O
里
、

z
『
．
雪
㊤
＼
屋
塞
）
が
存
在
す
る
。
さ
ら
に
、
輸
送
者
の
知
識
の
極

養
、
輸
送
証
明
書
の
内
容
の
詳
細
、
さ
ら
に
は
動
物
輸
送
に
使
用

さ
れ
る
コ
ン
テ
ナ
設
備
な
ど
に
つ
い
て
も
、
法
律
を
補
充
す
る
細

か
な
命
令
が
複
数
出
さ
れ
て
い
て
、
ま
さ
に
至
れ
り
尽
く
せ
り
の

観
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
ご
く
最
近
で
き
た
法
律
で
あ
る
と
は
い

え
、
こ
の
よ
う
な
充
実
し
た
法
令
が
出
さ
れ
る
背
景
に
は
、
産
業

動
物
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
社
会
的
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ

る
。　
つ
ぎ
に
、
実
験
動
物
に
つ
い
て
の
法
規
制
を
み
て
も
、
た
と
え

ば
、
ド
イ
ツ
の
「
動
物
保
護
法
」
の
な
か
に
は
、
動
物
実
験
の
許

容
条
件
や
実
験
実
施
に
あ
た
っ
て
の
実
験
者
の
義
務
等
が
詳
し
く

規
定
さ
れ
て
い
る
（
同
法
の
邦
訳
と
し
て
渋
谷
敏
〔
一
九
九
五
〕

が
あ
る
。
た
だ
し
、
一
九
九
八
年
五
月
二
十
五
日
の
「
動
物
保
護

法
を
改
正
す
る
法
律
」
（
巾
Ω
ω
一
、
－
ω
昌
貨
）
に
よ
っ
て
同
法
は

現
在
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
）
。
実
験
動
物
に
つ

き
動
物
保
護
法
を
補
充
す
る
命
令
と
し
て
、
「
実
験
動
物
の
記
録

と
識
別
に
関
す
る
一
九
八
八
年
五
月
二
十
日
の
命
令
」
（
｝
O
－
＝

ω
雷
㊤
）
、
「
動
物
実
験
に
使
用
さ
れ
た
脊
椎
動
物
の
届
出
に
関
す

る
一
九
八
八
年
八
月
一
日
の
命
令
」
（
吋
O
里
」
ω
竃
冨
）
が
存

在
す
る
。

　
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
　
一
九
八
七
年
十
月
十
九
日
の
デ
ク
レ

に
よ
っ
て
動
物
実
験
の
許
容
条
件
等
を
定
め
て
お
り
、
そ
れ
に
対

す
る
違
反
は
、
刑
法
典
上
に
動
物
虐
待
罪
と
な
ら
ん
で
規
定
さ
れ

た
「
違
法
動
物
実
験
罪
」
を
構
成
す
る
（
デ
ク
レ
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
フ
ラ
ン
ス
刑
法
研
究
会
〔
一
九
九
七
〕
一
一
九
頁
以
下
を

参
照
）
。
さ
ら
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
み
る
と
、
「
生
き
て
い
る
動

物
に
対
す
る
実
験
に
関
す
る
一
九
八
九
年
九
月
二
十
七
日
の
連
邦

法
」
（
「
動
物
実
験
法
」
｝
O
里
。
Z
『
．
9
－
≧
竃
㊤
）
、
「
動
物
実
験
法

に
も
と
づ
き
『
」
D
5
0
テ
ス
ト
』
を
許
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
連

邦
科
学
研
究
大
臣
の
命
令
L
（
｝
Ω
里
■
Z
「
お
ミ
；
竃
）
と
い
う

た
法
令
が
あ
る
。

　
産
業
動
物
・
実
験
動
物
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
法
の
旦
ハ

体
的
内
容
に
つ
き
、
詳
綱
を
述
べ
る
余
裕
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
は

E
U
レ
ベ
ル
の
規
範
を
前
提
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
た
め
、
内
容

の
大
枠
は
共
通
し
た
部
分
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
べ
き
だ

27
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ろ
う
（
E
U
の
動
物
関
連
規
範
に
つ
い
て
は
奉
寿
巨
ω
〔
冨
睾
〕

が
詳
し
い
）
。

　
さ
て
、
こ
う
い
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
状
況
を
引
き
合
い
に
出
し

て
、
わ
が
国
の
法
的
保
護
の
欠
落
を
非
難
す
る
の
は
容
易
な
こ
と

で
あ
る
。
し
。
か
し
、
法
文
化
論
的
な
研
究
に
あ
っ
て
は
、
彼
我
の

法
状
況
の
「
優
劣
」
評
価
は
さ
し
あ
た
り
問
題
で
は
な
い
。
今
回

の
新
法
で
ペ
ッ
ト
は
比
較
的
手
厚
く
保
護
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
に
、
産
業
動
物
と
実
験
動
物
に
つ
い
て
は
な
ぜ
別
論
と
さ
れ
た

の
か
。
そ
の
理
幽
に
つ
き
、
「
わ
が
国
が
動
物
保
護
後
進
国
だ
か

ら
」
と
い
っ
た
一
刀
両
断
の
価
値
評
価
で
は
な
く
、
か
と
い
っ
て

「
畜
産
業
者
や
動
物
実
験
施
設
側
の
圧
力
に
屈
し
た
・
か
ら
」
と
い

う
政
治
的
な
因
果
説
明
で
も
な
い
、
価
値
中
立
的
な
法
文
化
論
的

解
釈
を
試
み
よ
う
と
い
う
の
が
、
本
稿
の
も
く
ろ
み
で
あ
る
。

　
私
見
で
は
、
産
業
動
物
と
実
験
動
物
は
分
け
て
考
え
る
ぺ
き
で

あ
る
。
ま
ず
、
産
業
動
物
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
に
培
わ
れ
た

「
文
化
的
感
受
性
」
の
違
い
が
、
や
は
り
重
要
だ
ろ
う
。
肉
食
の

歴
史
・
伝
統
が
圧
倒
的
に
違
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
わ
が
国
と
で

は
、
畜
産
動
物
が
人
間
生
活
の
な
か
に
占
め
る
地
位
の
大
き
さ
に

つ
い
て
の
意
識
は
、
大
き
く
隔
た
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ

に
く
わ
え
て
、
現
代
日
本
の
都
市
生
活
者
に
と
っ
て
、
ペ
ッ
ト
以

外
の
動
物
の
福
祉
の
問
題
を
体
感
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ

る
こ
と
も
作
用
し
て
、
こ
の
よ
う
な
法
状
況
を
作
り
出
し
て
い
る

と
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
つ
ぎ
に
、
実
験
動
物
の
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
長
い
歴
史
的

ス
パ
ン
で
見
る
と
、
せ
い
ぜ
い
近
代
医
学
の
発
展
以
降
に
出
現
し

た
新
し
い
問
題
で
あ
る
か
ら
、
畜
産
動
物
の
問
題
と
違
っ
て
、
そ

の
解
釈
に
あ
た
っ
て
動
物
を
め
ぐ
る
文
化
的
伝
統
の
違
い
を
強
調

す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
か
ろ
う
。
マ
ウ
ス
や
モ
ル
モ
ッ
ト
に
対

す
る
「
伝
統
的
な
感
受
性
の
差
」
が
存
在
し
な
い
と
す
れ
ば
、
法

状
況
の
違
い
を
も
た
ら
し
て
い
る
文
化
的
要
因
と
し
て
は
、
む
し

ろ
、
医
学
に
対
す
る
「
聖
域
」
意
識
の
違
い
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

③
動
物
殺
傷
・
虐
待
・
遺
棄
罪
の
飛
躍
的
重
罰
化

　
新
法
で
は
、
動
物
殺
傷
・
虐
待
・
遺
棄
罪
に
つ
い
て
爬
虫
類
が

保
護
対
象
に
入
り
（
そ
の
き
づ
か
け
の
ひ
と
つ
は
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ

の
遺
棄
が
増
え
た
こ
と
だ
と
い
う
）
、
し
か
も
動
物
殺
傷
罪
の
法

定
刑
の
上
限
が
、
罰
金
三
万
円
か
ら
懲
役
一
年
へ
と
飛
躍
的
に
引

き
上
げ
ら
れ
た
（
た
だ
し
動
物
虐
待
・
遺
棄
罪
に
つ
い
て
は
罰
金

三
十
万
円
）
。
お
も
う
に
、
同
一
の
行
為
に
つ
き
こ
れ
ほ
ど
の
大

幅
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
た
例
は
、
内
外
の
立
法
史
上
ほ
と
ん
ど
存

在
し
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
一
年
以
下
の
懲
役

〃
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と
い
う
法
定
刑
は
、
刑
法
第
二
百
十
七
条
に
規
定
さ
れ
た
「
遺
棄

罪
」
（
保
護
責
任
者
遺
棄
罪
で
は
な
い
）
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ

る
。
「
老
年
、
幼
年
、
身
体
障
害
又
は
疾
病
の
た
め
に
扶
助
を
必

要
と
す
る
者
」
を
遺
棄
す
る
行
為
と
、
ペ
ッ
ト
（
爬
虫
類
を
合

む
）
を
み
だ
り
に
殺
傷
す
る
行
為
が
、
法
定
刑
の
点
で
は
同
等
に

扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
行
き
過
ぎ
の
感

じ
も
す
る
が
、
欧
米
に
お
け
る
動
物
虐
待
罪
の
法
定
刑
の
上
隈
を

み
る
と
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
刑
法
（
ω
↓
冨
釘
①
竃
巨
；
9
）
で
は

一
年
の
自
由
刑
、
フ
ラ
ン
ス
の
刑
法
（
O
O
ま
息
量
一
）
に
お
い

て
は
二
年
の
自
由
刑
、
ド
イ
ツ
と
ス
イ
ス
の
動
物
保
護
法
（
－
g
・

ω
g
鼻
轟
鶉
g
N
）
で
は
、
と
も
に
三
年
の
白
由
刑
で
あ
る
。
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
州
に
よ
っ
て
構
成
要
件
も
法
定
刑
も
区
々

だ
が
、
た
と
え
ぱ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
で
は
闘
犬
主
催
者
が
最
高

四
年
の
自
由
刑
に
処
さ
れ
る
な
ど
、
動
物
虐
待
へ
の
対
応
は
た
い

へ
ん
厳
し
い
。
新
法
に
よ
っ
て
飛
躍
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
と
は

い
え
、
わ
が
国
の
法
定
刑
の
上
隈
は
、
欧
米
と
の
比
較
で
は
ご
く

平
凡
な
水
準
だ
と
い
っ
て
も
よ
い
。

　
一
方
、
ア
ジ
ア
に
は
動
物
虐
待
罪
規
定
を
も
つ
国
が
ど
れ
ほ
ど

あ
る
の
か
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
一
九
九
一
年
に

「
動
物
保
護
法
」
（
法
律
第
四
三
九
七
号
）
を
制
定
し
た
韓
国
の
場

合
、
動
物
虐
待
罪
の
法
定
刑
の
上
限
は
二
十
万
ウ
ォ
ン
の
罰
金

（
同
法
第
十
二
条
）
で
あ
る
。
ま
た
、
台
湾
の
「
動
物
保
護
法
」

で
も
、
せ
い
ぜ
い
罰
金
ど
ま
り
ら
し
い
（
地
球
生
物
会
議
〔
一
九

九
九
年
〕
七
十
二
頁
以
下
、
た
だ
し
原
文
未
確
認
）
。
こ
う
し
て

み
る
と
、
わ
が
新
法
は
、
動
物
（
と
く
に
ベ
ッ
ト
）
殺
傷
罪
の
法

定
刑
に
関
し
て
、
い
わ
ば
「
脱
亜
入
欧
」
を
決
断
し
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
当
初
の
素
朴
な
法
文
化
仮

説
を
一
部
修
正
し
、
ペ
ッ
ト
殺
傷
罪
の
規
定
レ
ベ
ル
で
は
、
「
動

物
界
の
人
問
界
へ
の
組
み
込
み
」
が
欧
米
な
み
に
進
み
、
そ
の
隈

度
で
、
わ
が
法
文
化
は
「
ご
ん
狐
型
」
か
ら
「
創
世
記
型
」
へ
近

づ
い
た
と
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
極
端
な
法
定
刑
の
引
き
上
げ
を
受
け
て
、
わ
が
警

察
・
検
察
実
務
は
、
新
法
施
行
後
、
動
物
虐
待
事
例
に
ど
の
よ
う

な
対
応
を
と
る
の
．
だ
ろ
う
か
。
は
た
し
て
運
用
面
で
も
劇
的
な
変

化
が
起
こ
る
だ
ろ
う
か
。
一
種
の
文
化
的
実
験
と
も
い
え
る
動
物

殺
傷
罪
法
定
刑
の
引
き
上
げ
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
結
果
を
生
む

か
、
そ
の
な
り
ゆ
き
が
注
目
さ
れ
る
。

④
行
政
の
引
取
義
務
の
存
在
　
　
　
・

　
今
回
は
改
正
の
対
象
と
な
ら
ず
、
旧
法
か
ら
引
き
継
が
れ
た
規

定
の
な
か
に
も
、
比
較
法
的
に
み
て
特
徴
の
あ
る
も
の
が
あ
る
。

〃
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「
都
道
府
県
等
は
犬
又
は
ね
こ
の
引
取
り
を
そ
の
所
有
者
か
ら
求

め
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
引
き
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

す
る
新
法
第
十
八
条
の
規
定
は
、
そ
の
好
例
で
あ
ろ
う
。

　
行
政
が
動
物
収
容
施
設
を
運
営
し
、
そ
こ
に
野
良
犬
な
ど
を
収

容
し
て
必
要
に
応
じ
て
安
楽
死
さ
せ
る
こ
と
は
、
倫
理
的
な
是
非

は
と
も
－
か
く
、
比
較
法
的
に
み
て
め
ず
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
し
、

狂
犬
病
予
防
の
た
め
の
衛
生
警
察
の
一
環
と
し
て
、
や
む
を
え
ぬ

措
置
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
所
有
者
の
求
め
が
あ
れ
ぱ
「
必
ず

引
き
取
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
」
と
い
う
義
務
ま
で
を
行
政
に
課

し
て
い
る
法
律
は
め
ず
ら
し
い
。
断
言
す
る
自
信
は
な
い
が
、
欧

米
の
動
物
立
法
に
は
同
様
の
規
定
は
お
そ
ら
く
存
在
し
な
い
（
少

な
く
と
も
わ
た
く
し
の
目
に
は
触
れ
て
い
な
い
）
。
ま
た
、
遺
棄

動
物
を
保
謹
管
理
す
る
行
政
の
責
任
（
第
七
条
）
を
規
定
す
る
韓

国
の
動
物
保
護
法
に
も
、
行
政
に
引
取
義
務
を
課
す
規
定
は
な
い
。

　
わ
が
国
で
「
処
分
」
さ
れ
る
犬
ね
こ
は
年
間
数
十
万
頭
に
も
及

ぶ
た
め
、
引
取
義
務
規
定
の
間
題
性
は
、
か
ね
て
よ
り
認
識
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
新
法
成
立
の
際
に
は
、
引
取
り
の
あ
り
方
を

検
討
す
べ
き
だ
と
い
う
付
帯
決
議
が
つ
い
た
も
の
の
、
義
務
規
定

自
体
は
廃
止
さ
れ
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
背
後
に
は
、
動

物
の
保
護
・
管
理
を
ま
っ
と
う
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
－
か
と
い
っ

て
動
物
を
白
ら
の
責
任
で
安
楽
死
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
飼
い

主
の
姿
が
垣
問
見
え
る
。
こ
の
「
だ
ら
し
な
さ
」
は
、
動
物
の
徹

底
し
た
保
護
・
管
理
が
下
手
な
「
ご
ん
狐
型
」
文
化
と
無
関
係
で

は
あ
る
ま
い
。
く
わ
え
て
、
欧
米
諸
国
で
は
、
動
物
収
容
施
設
を

も
つ
大
き
な
保
護
団
体
が
、
一
種
の
緩
衝
地
帯
と
な
る
の
に
対
し
、

わ
が
国
で
は
そ
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
す
中
問
団
体
が
存
在
し
な

い
た
め
、
飼
い
主
は
い
き
お
い
行
政
に
す
が
り
つ
く
（
「
う
っ
た

え
的
」
！
）
と
い
う
結
果
に
な
る
。
こ
の
違
い
も
、
引
取
義
務
規

定
を
廃
止
で
き
な
い
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。

今
後
の
課
題
1
「
比
較
動
物
保
護
団
体
論
」

む
け
て

へ

　
以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
「
法
文
化
仮
説
」
は
、
い
ま
だ
放
棄

す
る
に
は
及
ぱ
な
い
が
、
ペ
ッ
ト
殺
傷
罪
の
法
定
刑
に
つ
い
て
の

規
定
レ
ベ
ル
で
は
、
わ
が
法
文
化
と
欧
米
の
そ
れ
が
か
な
り
接
近

し
た
た
め
、
そ
の
限
度
で
、
同
仮
説
は
一
部
修
正
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
近
い
将
来
出
さ
れ
る
は
ず

の
総
理
府
令
や
条
例
、
新
法
の
運
用
、
さ
ら
に
は
保
護
団
体
の
活

躍
状
況
に
よ
っ
て
は
、
今
後
、
同
仮
説
の
内
容
を
さ
ら
に
修
正
し

精
級
化
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

〃



（31）新・動物愛護法の成立とr法文化仮説」

　
か
つ
て
わ
た
く
し
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
を
素
材
と
し
て
、
保
護
団

体
の
果
た
す
法
的
機
能
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
（
青
木
人
志
〔
一

九
九
八
b
〕
）
が
、
英
米
法
圏
に
目
を
向
け
て
も
そ
れ
は
同
じ
で

あ
る
。
た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
の
も
っ
と
も
古
い
動
物
保
謹
団
体
で

あ
る
「
王
立
動
物
虐
待
防
止
協
会
」
（
R
S
P
C
A
）
の
場
合
、

一
九
九
六
年
に
同
協
会
の
調
査
に
よ
り
動
物
虐
待
の
か
ど
で
訴
追

さ
れ
た
被
告
人
の
数
は
九
百
七
十
一
人
、
有
罪
判
決
の
数
は
じ
つ

に
二
千
二
百
八
十
二
件
に
の
ぼ
る
。
言
い
渡
さ
れ
た
刑
罰
の
内
容

は
、
飼
育
禁
止
（
σ
彗
三
自
σ
q
o
a
實
）
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、

五
十
五
人
の
被
告
人
に
対
し
て
は
、
白
由
刑
（
肩
涼
g
ω
彗
．

8
目
o
窃
）
が
由
旦
告
さ
れ
て
い
る
（
刃
O
o
勺
O
＞
〔
屋
①
①
〕
P
ミ
）
。

イ
ギ
リ
ス
の
動
物
虐
待
罪
は
簡
便
に
利
用
で
き
る
治
安
判
事
裁
判

所
（
ζ
晶
霞
冨
苛
ω
．
O
O
胃
一
）
で
の
略
式
手
続
に
よ
う
て
審
理
さ

れ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
な
お
こ
の
数
字
に
は
驚
か
さ
れ

る
。
R
S
P
C
A
は
財
政
規
模
も
巨
大
で
、
同
協
会
の
一
九
九
六

年
度
の
収
入
と
支
出
は
と
も
に
四
千
万
ポ
ン
ド
を
超
え
て
い
る
。

収
入
の
内
訳
を
み
る
と
、
同
年
度
の
総
収
入
の
う
ち
、
半
分
以
上

の
二
千
四
百
万
ポ
ン
ド
は
、
遺
産
の
寄
付
（
一
品
9
二
目
8
昌
Φ
）

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ど
れ
だ
け
の
数
の
人
々
が
遺
産
を
寄
付
し

た
の
か
は
不
明
だ
が
、
動
物
保
護
団
体
に
か
く
も
巨
額
の
遺
贈
が

行
わ
れ
る
こ
と
の
背
景
に
は
、
た
ん
な
る
損
得
の
問
題
（
た
と
え

ば
税
制
上
の
優
遇
措
置
な
ど
）
を
超
え
た
西
欧
社
会
に
特
有
の
文

化
的
要
因
が
介
在
し
て
い
る
と
予
想
さ
れ
、
そ
の
要
因
の
内
容
の

目
不
体
的
な
解
明
は
比
較
文
化
論
の
興
味
深
い
研
究
課
題
と
な
る
だ

ろ
う
。

　
同
様
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
保
護
団
体
の
規
模
も
ま
た
巨
大

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
合
衆
国
人
道
協
会
」
（
H
S
U
S
）
の
会

員
数
は
百
七
十
五
万
人
、
一
九
九
六
年
度
の
収
入
は
四
千
六
百
万

ド
ル
に
の
ぽ
る
。
そ
の
他
の
主
要
な
保
護
団
体
に
つ
い
て
も
、

「
ア
メ
リ
カ
動
物
虐
待
防
止
協
会
」
（
A
S
P
C
A
）
の
会
員
数
が

四
十
二
万
五
千
人
、
同
年
度
の
収
入
は
千
九
百
六
十
万
ド
ル
。

「
動
物
の
人
道
的
な
取
り
扱
い
を
求
め
る
人
々
」
（
P
E
T
A
）
は

会
員
数
六
十
万
人
、
同
年
度
の
収
入
は
千
四
百
万
ド
ル
弱
。
「
動

物
の
た
め
の
基
金
」
（
｝
…
α
－
O
『
＞
邑
昌
巴
ω
）
は
会
員
数
二
十

万
人
、
一
九
九
七
年
度
の
収
入
が
五
百
二
十
五
万
ド
ル
で
あ
る
。

会
員
数
や
財
政
規
模
に
お
い
て
こ
れ
と
同
程
度
の
保
護
団
体
は
ほ

か
に
も
複
数
あ
る
（
O
＝
く
雪
〔
お
8
〕
P
H
合
以
下
に
よ
る
）
。

　
動
物
保
護
団
体
の
こ
の
よ
う
な
巨
大
化
現
象
は
、
動
物
や
人
問

に
と
っ
て
福
音
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
分
か
れ
（
R
S
P

C
A
を
批
判
す
る
バ
ル
ガ
ス
・
リ
ヨ
サ
〔
一
九
九
四
年
〕
参
照
）
、

〃
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ア
メ
リ
カ
で
も
そ
の
点
が
論
争
の
的
に
な
っ
て
い
る
（
O
＝
＜
9

〔
冨
竃
〕
は
、
動
物
の
「
権
利
」
運
動
が
動
物
の
「
福
祉
」
を
後

退
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
き
び
し
く
批
判
す
る
）
。

　
こ
れ
に
対
し
、
わ
が
国
の
代
表
的
な
動
物
保
護
団
体
で
あ
る
財

団
法
人
n
口
本
動
物
愛
護
協
会
（
J
S
P
C
A
）
お
よ
び
社
団
法
人

目
本
動
物
福
祉
協
会
（
J
A
W
S
）
の
規
模
は
ど
う
か
。
日
本
動

物
愛
護
協
会
の
場
合
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
現
在
の
会
員
数
は
五
百

五
十
四
名
（
法
人
会
員
十
九
団
体
を
合
む
）
、
二
〇
〇
〇
年
度
予

算
の
収
入
合
計
は
、
五
千
四
百
万
円
あ
ま
り
で
あ
る
。
ま
た
、
日

本
動
物
福
祉
協
会
の
場
含
、
一
九
九
九
年
度
末
の
会
員
数
が
三
千

人
弱
、
同
年
度
の
総
収
入
は
お
よ
そ
四
千
七
百
四
十
万
円
だ
と
い

う
。
会
員
数
も
予
算
規
模
も
、
欧
米
の
巨
大
団
体
と
は
比
べ
も
の

に
な
ら
な
い
。
新
・
動
物
愛
護
法
は
、
動
物
保
護
団
体
の
連
合
体

の
活
動
に
少
な
か
ら
ず
後
押
し
さ
れ
て
成
立
し
た
。
し
か
も
そ
の

第
二
十
二
条
に
は
前
述
の
「
協
議
会
」
と
い
う
制
度
が
規
定
さ
れ
、

わ
が
国
の
動
物
保
護
団
体
が
今
後
行
政
と
連
絡
を
と
り
つ
つ
地
域

の
動
物
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
関
与
す
る
法
的
可
能
性
が
拓
か
れ

た
。
し
か
し
、
そ
う
は
い
っ
て
も
、
動
物
保
護
団
体
の
社
会
的
・

法
的
な
存
在
感
は
、
欧
米
諸
国
と
比
較
す
る
か
ぎ
り
、
い
ま
だ
希

薄
で
あ
る
。
私
見
で
は
、
こ
の
事
実
も
ま
た
「
法
文
化
仮
説
」
を

裏
書
き
す
る
。

　
一
昨
年
、
「
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
」
（
通
称
「
N
P
0
法
」
。

平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
が
成
立
す
る
過
程
で
、
市
民
活
動
の
支

援
の
仕
方
、
市
民
活
動
団
体
と
行
政
の
か
か
わ
り
方
、
あ
る
い
は
、

日
本
社
会
に
お
け
る
行
政
の
守
備
範
囲
の
構
造
的
見
直
し
、
と
い

う
た
大
き
な
間
題
が
浮
か
ぴ
上
が
づ
た
の
は
記
憶
に
あ
た
ら
し
い

（
雨
宮
孝
子
ほ
か
〔
一
九
九
七
〕
、
と
く
に
同
八
頁
の
磯
部
力
氏
の

発
言
を
参
照
）
。
動
物
保
護
活
動
は
、
N
P
0
法
の
規
定
す
る

「
特
定
非
営
利
活
動
」
（
同
法
第
二
条
第
一
項
、
別
表
）
の
な
か
に

直
接
う
た
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
社
会
教
育
の
推
進
を
図
る

活
動
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
活
動
、
環
境
の
保
全
を
図
る

活
動
、
災
害
救
援
活
動
等
を
目
的
と
し
て
N
P
0
法
人
格
を
取
得

し
た
団
体
が
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の
枠
内
で
動
物
保
護
活
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を
行
う
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
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信
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ら
ぬ
団
体
が
法
人
格
を
取
得

す
る
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も
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ラ
ム
を
含

む
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れ
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護
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度
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在
感
を
増
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が
で
き
る
だ

ろ
う
か
。
そ
の
な
り
ゆ
き
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法
文
化
仮
説
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帰
趨
に
も
、

拐
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少
な
か
ら
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影
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す
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ろ
う
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